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BE THE INSPIRATION

赤グループ　山口紀之幹事（同発表）
開催日：2019 年 5月 30 日
メンバー：牧野國雄／清水裕／秋山智／今村佳広
　　　　　長嶋誠人／前田孝平／馬上晋／柳川正人
　　　　　米山俊二／山口紀之

　

　テーマに基づき、上記日程により開催させて頂きまし
た。開会に先立ち、赤グループに来年度会長、清水裕様
より来年度の構想をまず熱く語って頂きました。来年度
は『つながり』をテーマにしていきたい。ベテランと若
い方とのギャップを感じています。交流も少ないので現
状の例会は自由席が多いのでグループ分けして３ヶ月を
目途に固定し、会員に交流を図っていきたい。夜間例会
も開催していきたい。またベテランを囲い、お茶会も開
催することで交流とコミュニケーションを図っていきた
いと言葉を頂きました。
これを基に情報集会を行い、活発な意見を頂きました。

　◎夜間例会について　
年齢を重ねてくると足腰、目も悪くなることにより夜間
の外出が怖くなってしまいます。時間帯を早める等、工
夫が必要で夜間例会でも出席がしやすくなるようお願い
したいと思います。

　◎情報集会について
せっかく情報集会のメンバーが決まっているのに情報集
会の為だけに集まるだけではもったいない。交流の為に
も有効にしたらどうか？色別も活かしていきたい。

　◎経験豊富な会員との交流について
経験は財産なのでお茶会や卓話で話しを聞きたい。入会

卓話だけでなく例えば 5年、10 年、15 年、20 年記念等、
卓話をしてもらったらどうか？

　◎例会出席、家族例会について
例会への出席日数、自身で楽しんでいきたい。家族例会
についてもロータリーならではのものなので企画が重要
であり、人脈を持った醍醐味が楽しみである。
　
　赤グループでは発表したとおり様々な意見な行われま
した。グループの皆様発表漏れがございましたらご容赦
くださいませ。皆で協力してコミュニケーションをしっ
かり取り、他クラブに負けない雰囲気作りをを行いロー
タリーライフを楽しんでいきましょう。
以上、赤グループ発表です。

結びに赤グループ下期情報集会、全員参加での開催でし
た。萬善さんの好意にて価格の協力もあり美味しい料理
とお酒でとても楽しい情報集会となりました。赤グルー
プの皆様、ご協力、本当にありがとうございました。

橙グループ　横山鉄生幹事（元吉裕員会員発表）
開催日：2019 年 5月 20 日
メンバー：升水 一義／武澤武彦／鈴木 忠治／元吉裕員
　　　　　成瀬正夫／柳川 信男／横山 鉄生

　はじめは食べ物の話、平塚のおすすめのお店の話や、
オリンピックのチケットを申し込んだかどうかなど、和
やかにスタートしました。
・・・是非皆さん、例会はキッチン伊志川で！

下期情報集会報告会 「来年度のロータリーライフをより楽しくするためには！」テーマ



　〈以下同日出た皆さんのご意見〉
・食事が楽しみです。うちの例会の食事は他の例会と比
　べ良いと思う（でも肉は豚がいい）
・昼ごはんはバラエティがよりあった方がいい、より工夫
　してもらえればありがたい
・飲み会増やす、こういう飲み会（情報集会のような）、
　特にキッチン伊志川でやる（Tさんより）
・やっぱり例会に参加する、参加して改善策や意見を言う、   
　こうしたい、こうしたらいいと。参加すれば面白くなる
・会員の皆さんと私的な話をする時間がない、あった方
　がいい、親密度が増すので。例会前の 30 分、例えば
　もう少し前の 11 時 30 分頃自然と集まり、そういう
　スペースがあって、お茶などポットをおいて、商談じゃ
　ないけど、互いに有意義な情報交換の場があれはいい
　「最近どう？」のような
・横浜 RCや東京 RCは 100 人来て、うちもそうだが、忙
　しい人が多く、そこでしか会えないので、様々そこで
　よくその前の時間にいろんな話をしている（商談や雑
　談）、そういう時間をもってもいい
・雑談で異業種の話をお互いにしあう、聞きあう、のは
　有益だとおもいます
・例会の準備もあるが、たまには違う場所でやることも
　新鮮でよい（大磯プリンスなど）
・会員の身内の企業訪問、説明など聞いて、理解と知見、
　親睦を深める、お互いの仕事を知る、事も良いと思い
　ます
・100 年企業を皆でめぐる、旅？

黄グループ　石井允三幸幹事（同発表）
開催日：2019 年 5月 14 日
メンバー：清水 孝一／常盤卓嗣／白石慎太郎／小林誠
　　　　　丸茂淳／上野雅俊／石井允三幸

１．例会をより充実させる

①会員間のコミュニケーション深めるために
　〇座席の工夫：1か月間固定化、委員会ベースにする等
②地区報告を増加させ、地区活動と当クラブ活動との整
　合性を図る。
③時間確保の観点から定例報告（出席委員会、スマイル
　等）の方法の検討
④卓話の充実を目的とした会員へのアンケート実施

２．当クラブ活性化のため

他のクラブとの連携を検討（例会、クラブ活動）
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緑グループ　永瀬剛司幹事（同発表）
開催日：2019 年 6月 5日
メンバー：鳥山優子／森誠司／三荒弘道／江藤博一
　　　　　平井敬規／永瀬剛司

　下期情報集会発表前日の６月５日に緑グループ情報集
会を行いました。当日は活発に意見が出ました。以下に
箇条書きとして記します。

　①休まないことが大切。休まずに積極的に活動してい
　　ると、より楽しく参加できるようになる。
　②個人の枠をとり外して、色々な人とコミュニケー
　　ションをとるとより楽しくなる。
　③地区に行くと様々な出会いがある。ロータリーを仕
　　事でも活用できれば、より楽しくなる。
　④自分が楽しむ気持ちで参加していくと、周りも楽し
　　くなる。
　⑤食事も楽しみの１つなので、多少変えることを考慮
　　しても良いのでは。
　⑥家族例会は家族を連れて行こう。家族も含め、より
　　楽しくなる。

青グループ　瀬尾光俊幹事（浅野康会員発表）
開催日：2019 年 6月 6日
メンバー：瀬尾光俊／葛西敬／木村義広／小笠原勲
　　　　　柏手茂／浅野康

　当日は、堀会員より全国新酒鑑評会 8年連続金賞を受
賞された大和川酒造のお酒の差し入れをいただき話し合
いをしました。
　テーマに沿って話し合いを行うなかで、小笠原先生の
平塚の歴史と病気についてのお話を聞きながら楽しい時
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メークアップ（MUP)

本日のスマイル

ゲスト

ビジター

卓話・行事予定

市内例会変更

0名

14名
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6月13日(木)
6月20日(木)
6月27日(木)

会長卓話
新会員歓迎夜間例会
休会

委員会報告

2名

平塚西RC　　6月26日(水)　
     　　　→　移動例会6月23日(日)納会（例会場変更）

入会予定者　新堀建材トーヨー住器 
　　　　　　代表取締役　新堀将一様
米山奨学生　丁　煥哲様

・姉妹クラブ委員会　小野委員長
　　
・七夕まつり実行委員　升水一義会員

幹事報告

◎5月31日 ( 金 ) に髙橋建二会員のご尊父髙橋富蔵様が
　81歳で永眠されました。
　謹んでお悔やみ申し上げます。クラブより杉山会長が本日
　の通夜に参列されます。

◎次年度会員増強・会員維持セミナーが開催されます。

　日時：6月11日(火)　13:30～17:30
　場所：ミナパーク6F
　清水裕次年度会長と森次年度幹事が出席されます。

間を過ごしました。お話の中で、よく病は気からという
事を聞きますが、ロータリーに参加し、会員のみなさん
と交流することが、健康を維持し元気に過せる秘訣では
ないかと思います。
そして、ロータリーを生活の生活の一部として、周りの
仲間を巻き込みながら、肩の力を抜いて楽しむことが一
番だと私たち青チームの結論となりました。
ロータリーの原点に立ち返り、メーキャップでも出席を
意識して、遊び（飲み会）などを多くしながら、ロータ
リーライフが楽しくなるのではないかと思います。

　私も、4月より平塚ロータリーに入会させていただき
ましたが、家族例会、情報集会、委員会打ち合わせ等に
参加させていただき、多くの会員のみなさまと交流させ
ていただくことで、例会への参加が楽しくなっています。
　
　結論として、自身がロータリーを生活の一部として楽
しむことが一番だと思います。

紫グループ　鈴木成一幹事（同発表）
開催日：2019 年 5月 24 日
メンバー：鈴木成一／梅干野修司／清水雅広
　　　　　青山紀美代／小野学／関口幸恵
　　　　　杉山昌行／片野之万／相山洋明

　私達、紫グループは、（上記）にて情報集会を開催しま
した。参加者は、（上記）です。残る福澤さんはリトアニ
ア関係のご公務でしたので、全員出席と言っていいので
はないかと思います。ご参加ありがとうございました。

まずは頂いたご意見をご紹介します。
・話題の固定化を避ける為、ゴルフ以外のサークル活動
　もしてはどうか。会の助成も検討。
・年長者と若手が、例会等で自然な形で交流し、経験が
　受け継がれて行って欲しい。
・色別の着席は守るべき
・趣向を凝らし、参加してもらえるような機会、努力を。
・交流の機会は多い方がいい。
・例会での配席方法は色々あった方がいい。
・会長の座るテーブルは色別から外した方がいいのでは
　ないか。

　前回の発表の機会でも申し上げましたが、書けないお
話も多く、話題によってはそちらの方が盛り上がったり
貴重だったりします。そこにも活性化のヒントがあるか
も知れないとも思いました。また、例えば歴史認識の違
いによる近隣国との摩擦や、佐藤浩市が意外にあんな政
治思想を持っていたのかとか（笑）、いわゆる時事問題と

いうような話を、お酒を飲みながら話すというのは個人
的に大好きなのですが、とても新鮮だなと感じました。
なぜ新鮮かと考えると、普段そのような機会がないから
だと。例えば YEGでもそんな話は全く出来ないし、され
ていない。
それ以外の交友関係でも、政治の話題と言うのは避けら
れる傾向にあります。
ではロータリーではなぜ自然にそのような会話がなされ
るのかと考えれば、各々が責任ある立場にあり、常にア
ンテナを高く張った、意識の高い大人たちの集まりだか
らかなと思いました。

丁　煥哲様 新堀将一様


